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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 26日 (2006.4.26)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 請 求 項 ２ に 記 載 の 成 形 加 工 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 の 製 造 方 法 に お い



て 、
　 前 記 安 定 化 処 理 の 後 、 さ ら に １ ０ ０ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ 以 上 の 加 熱 速 度 で １ ７ ０ ～ ２ ８ ０ ℃ の 範
囲 内 の 温 度 に 加 熱 し て そ の 範 囲 内 の 温 度 で ５ 分 保 持 し た 後 、 １ ０ ０ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ 以 上 の
冷 却 速 度 で 冷 却 す る 最 終 熱 処 理 を 施 す こ と を 特 徴 と す る 、 曲 げ 加 工 そ の 他 の 成 形 性 お よ び
焼 付 硬 化 性 に 優 れ か つ 伸 び と 曲 げ 異 方 性 の 少 な い 成 形 加 工 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 の 製 造 方
法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た さ ら に 請 求 項 ３ の 発 明 の 成 形 加 工 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 の 製 造 方 法 は 、 請 求 項 ２ に
記 載 の 成 形 加 工 用 ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 板 の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 安 定 化 処 理 の 後 、 さ ら に
１ ０ ０ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ 以 上 の 加 熱 速 度 で １ ７ ０ ～ ２ ８ ０ ℃ の 範 囲 内 の 温 度 に 加 熱 し て そ の 範 囲
内 の 温 度 で ５ 分 保 持 し た 後 、 １ ０ ０ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ 以 上 の 冷 却 速 度 で 冷 却 す る 最 終 熱 処 理
を 施 す こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 さ ら に こ の 発 明 で は 、 結 晶 組 織 に お け る 小 角 粒 界 の 長 さ の 和 、 す な わ ち 回 転 角 が ５ ～ １
５ ° の 範 囲 内 に あ る 粒 界 の 長 さ の 和 が 、 回 転 角 ５ ° 以 上 の 全 て の 粒 界 の 長 さ の 総 和 に 対 し

～ ９ ０ ％ の 範 囲 内 に あ る 必 要 が あ る 。 す な わ ち 、 ５ ° 以 上 １ ５ ° 以 下 の 小 角 粒 界 の 長 さ
の 和 が 、 ５ ° 以 上 の 全 て の 粒 界 長 さ の 総 和 に 対 し て 一 定 の 範 囲 内 で あ る こ と に よ っ て 、 粒
界 に 沿 う よ う な 曲 げ 割 れ を 緩 和 す る 効 果 が 得 ら れ る 。 そ し て こ の 割 合 が ２ ％ 未 満 で は 、 良
好 な 曲 げ 性 が 得 ら れ な く な る お そ れ が あ り 、 一 方 ９ ０ ％ を 越 え れ ば 、 成 形 加 工 時 に 肌 荒 れ
が 生 じ て 、 板 表 面 品 質 の 低 下 を 招 く お そ れ が あ る 。 そ こ で で こ の 発 明 で は 、 良 好 な 曲 げ 性
を 得 る と 同 時 に 良 好 な 板 表 面 品 質 を 得 る た め 、 上 述 の よ う に 小 角 粒 界 の 割 合 を 規 定 し た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 溶 体 化 処 理 後 に は 、 １ ０ ０ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ 以 上 の 冷 却 速 度 で 、 の
温 度 域 ま で 冷 却 （ 焼 入 れ ） す る 。 こ こ で 、 溶 体 化 処 理 後 の 冷 却 速 度 が １ ０ ０ ℃ ／ ｍ ｉ ｎ 未
満 で は 、 冷 却 中 に Ｍ ｇ ２ Ｓ ｉ あ る い は 単 体 Ｓ ｉ が 粒 界 に 多 量 に 析 出 し て し ま い 、 成 形 性 、
特 に ヘ ム 曲 げ 性 が 低 下 す る と 同 時 に 、 焼 付 硬 化 性 が 低 下 し て 塗 装 焼 付 時 の 充 分 な 強 度 向 上
が 望 め な く な る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 前 述 の よ う に 安 定 化 処 理 を 行 な っ た 後 に は 、 こ れ を そ の ま ま 製 品 板 と し て 、 自 動 車 ボ デ
ィ ー シ ー ト 等 の た め の 成 形 加 工 に 供 し て も 良 い が 、 塗 装 焼 付 硬 化 性 と ヘ ム 曲 げ 性 を さ ら に
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向 上 さ せ る た め に は 、 さ ら に 最 終 熱 処 理 を 行 な っ て も 良 い 。 こ の 最 終 熱 処 理 は 、 １ ７ ０ ～
２ ８ ０ ℃ の 温 度 範 囲 内 に １ ０ ０ ℃ 以 上 の 加 熱 速 度 で 加 熱 し 持 し 、 １ ０ ０ ℃ ／
ｍ ｉ ｎ 以 上 の 冷 却 速 度 で 冷 却 す る 条 件 と す る 必 要 が あ る 。
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